
自立活動「自分を研究しよう」 

 
 

２ 単元について 
    単元を貫く課題     単元導入時の指導     単元終末時の指導 

 より豊かな人生にするために，自分

研究を進めよう。 

１人１人が自分の良さと課題につい

て振り返るとともに，「こうなれるとい

いな」という肯定的な未来を思い描か

せる。 

 自分の発表に対する仲間からの意見

や仲間の発表を通して，自分の考えに

ついての深まりを言葉やイラストにし

てまとめる活動を位置づける。 

 
３ 指導計画 

 

４ 本時の指導の構え 
本時，学ぶ楽しさを味わった生徒の姿は，「仲間の抱える困難に共感し，肯定的に意見を交流する姿」である。本学級に

はそれぞれに異なった特性や課題のある６名の生徒が在籍している。それぞれの生徒は，より豊かに気持ちよく生活して

いきたいという願いをもっている。しかし，これまでの生活の中での失敗経験の多さから，その課題を乗り越えることは

難しいとも感じている。教師からの働きかけにより，改善の仕方について考え，取り組んではきているものの，頑張り切

れないことが多い。その原因には，取り組む内容と自分の課題の克服のつながりが見えず，「これを乗り越えればよりよい

生活ができる」という肯定的な未来を思い描けていないことがあると考えられる。 

そこで本単元では，改善したい自分の困り感について，仲間とともに研究・分析する「自分研究」を行う。単元の出発

点は「これができるようになったらどれだけ良いだろう」という肯定的な未来を思い描くことから始め，その課題につい

て研究していくことで，取り組みに必然性が生まれ，自分の弱さと前向きに対峙できると考えた。 

本時は，それぞれの研究について交流する時間である。本学級の生徒は，昨年度から自立活動の時間にクラス会議を継

続して行っている。その活動の中で，相手を否定することなく思いを伝える練習をしてきた。その成果を生かし，本時で

は発表を聞きながら課題に取り組む姿を肯定的に捉えて伝え合い，お互いを尊重し合い，励まし合うことで，肯定的な自

己理解を深めることができると考える。

授業者：塩谷 健太 

１ 単元の目標 
【導入単元と終末単元の目標】              【個人の研究課題に関わる目標】 

次 時 ・本時のねらい    ◎課題 

１ 

１ 
・自分自身の良さと課題について，６区分の観点（健康の保持，心理的な安定，人間関係の形成，環境の

把握，身体の動き，コミュニケーション）から振り返ることができる。 

◎自分について研究しよう。 

２ 

・前時にまとめた自分自身の良さと課題を見て，自分の人生を豊かにするために，「もっと伸ばしたいこ

と」や「解決したい課題」について考えることができる。 

◎どんな自分になりたいか考えよう。 

３ 
・最も解決したい課題に名前を付け，研究テーマにすることができる。研究の仕方を理解できる。 

◎もっと楽しい人生にするための研究テーマを決めよう。 

４・５ 
・研究してきたことを振り返り，伝わりやすさを意識してパワーポイントにまとめることができる。 

◎研究の中間発表会に向けて，自分の研究をまとめよう。 

６・７ 

本時 

・研究についての発表会を行い，建設的に意見を言い合うことができる。 

◎仲間の研究発表を聞いて，感じたことを伝えたり，助言したりしよう。 

２ 
８ 

・研究発表会を通して自分の実践内容を改善することができる。 

◎実践内容をレベルアップさせよう。 

日常生活 ・第８時に決定した実践を日常生活の中で行い，汎化をすることができる。 

３ 
９ 

・実践を振り返り，相手への伝わりやすさを意識してパワーポイントにまとめることができる。 

◎研究発表会に向けて，自分の研究をまとめよう。 

10・11 
・研究についての発表会を行い，建設的に意見を言い合うことができる。 

◎仲間の研究発表を聞いて，感じたことを伝えたり，助言したりしよう。 



本時のねらい 

 ・相手意識をもって発表することができる。  ・仲間の発表を共感的に聞き，否定することなく意見を言うことができる。 

本時の展開（７／１１）６－（２）言語の受容と表出  ３－（３）自己の理解と行動の調整 

 

ね
ら
い 

A  B C D  E F 

 

 自分の研究に生かす
という視点で仲間の発
表を聞くことができ

る。 
3-(3),6-(2) 

 反応しながら最後ま
で相手の話を聞くこと
ができる。 

 
6-(2),3-(3) 

仲間の良さ・改善点
について具体的に話す
ことができる。 

 
6-(2),3-(3) 

最後まで話を聴いて
から発言することがで
きる。 

 
6-(2),3-(3) 

仲間の発表を共感し
ながら聞き，自分の意
見をもつことができ

る。 
6-(2),3-(3) 

 話す速さや声の大き
さに気を付けて，相手
に伝わるように話すこ

とができる。 
6-(2),3-(3) 

過程 学習活動 ・予想される生徒の姿   □個に対する教師の指導等 □全体への教師の指導 等 

 
 
 

導
入 
 

 
 
 

 
 
 

 
展
開 

 
 
 

 
 
 

 
終
末 

 

１ 自分の 
めあての確 
認をする。 

 
２ 前回の
発表会の内

容を振り返
り，課題を
設定する。 

 
３ 研究に
ついて発表

する。 
 
４ 仲間の

発表につい
て，感じた
ことや助言

を伝える。 
 
 

５ 仲間の 
発表につい 
て共感した 

ことや自分 
研究に生か 
せることに 

ついてまと 
める。 

・仲間の発表を自分の
研究に生かすという
めあてをもつ。 

 
 
 

 
【聞き手として】 
・意見を言う時の声が

小さくなってしま
う。 

□声の大きさのモデル

を示し，今出してい
る自分の声の大きさ
を確かめられるよう

にする。 

・反応しながら最後ま
で相手の話を聞くと
いうめあてをもつ。 

 
 
 

 
第２発表者 
【話し手として】 

・聞き手が理解してい
るかどうかを考えず
自分のペースで話し

てしまう。 
□話し方の約束を示す 
【聞き手として】 

・聞く時間が長すぎる
と感じ，伏せてしま
う。 

□必要に応じてクール
ダウンを行う。 

・発表者の考えた内容

に対して批判的な言
葉を言ってしまう。 

 

 

・仲間の良さ・改善点を
具体的に話すという
めあてをもつ。 

 
 
 

 
【聞き手として】 
・発表の内容にうなず

きながら話を聞くこ
とができる。 

□うなずく姿を価値付

け，全体に広げる。 
・内容を理解せずに何
となく反応する。 

□そのように考えた理
由を尋ね，根拠を明
確に話せるようにす

る。 

・最後まで話を聴いて
から発言するという
めあてをもつ。 

 
 
 

 
第１発表者 
【話し手として】 

・要点を説明し忘れて
しまう。 

□パワーポイントに短

い言葉で要点を書き
記しておく。 

・受けたアドバイスに

ついて，否定された
と感じてしまう。 

□必要に応じて，クー

ルダウンを行う。 
【聞き手として】 
・発表の途中で自分の

意見を言い始めてし
まう。 

□聞き方の約束（最後

まで聞く）を示す。 
 

・仲間の発表を聞いて，
自分の意見をもつと
いうめあてをもつ。 

 
 
 

 
第３発表者 
【話し手として】 

・言葉が出てこずに発
表をすることができ
ない。 

□事前に録画した発表
を再生する。 

【聞き手として】 

・自分の意見を声に出
して伝えることがで
きない。 

□まずは文字で書き，
その後に教員と一緒
に話すようにする。 

 
 
 

 
 
 

 
 

・議題に沿って話す，相
手が聞き取りやすい
速さで話すというめ

あてをもつ。 
 
 

 
【聞き手として】 
・話し手の発表に対し

て批判的な言葉で反
応してしまう。 

□「反応の言葉のモデ

ル」を示し，批判に
ならない言葉に言い
換えられるようにす

る。 
・意見を言う時に早口
で意見を言ってしま

う。 
□「話す早さのモデ
ル」を示し，今の自

分の話す速さを確か
められるようにす
る。 

□前時までの経験を生かして
めあてを定める姿を価値付
ける。 

□「話し合いの約束」を掲示
し，聞くときの態度につい
て確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
評
価
規
準 

 自分の研究に生かす

という視点で仲間の発
表を聞くことができ
る。 

 反応しながら最後ま

で相手の話を聞くこと
ができる。 

仲間の良さ・改善点

を具体的に話すことが
できる。 

思ったまま口に出すの

ではなく，最後まで話を
聴き，相手の気持ちを考
えて発言している。 

 相手の話を最後まで聞

き，自分の意見をもつこ
とができている。 
 

議題に沿って話をするこ

とができる。相手が聞き取り
やすい速さで話し，自分の思
いを伝えている。 

 

 

課題 「仲間の研究発表を聞いて，感じたことを伝えたり，助言をしたりしよう。」 

追究の必然のある導入の工夫 

 第１回の発表会の内容に

ついて振り返ることで，本

時の活動の見通しがもてる

ようにする。 

高まり・深まりを求める場の工夫 

 トーキングスティックを

用いることで，全員が発言

できるようにする。 

高まり・深まりを実感できる

終末の工夫 

 新たに気付いた仲間の思

いについて共感できたこと

や，自分の研究に生かせる

ことについてまとめる。 

〇〇さんの△△と

いうところは自分に

も生かしたい。 

 発表内容について

共感してもらえたこ

とが嬉しかった。 

 〇〇さんの意見の

△△というところが

よかった。 

 

 相手の話を最後ま

で聞くことができ

た。 

 〇〇さんのつらい

気持ちがわかった。

協力できることを協

力していきたい。 

〇〇さんを批判し

ないように，話すこ

とができた。 

場 所：８組教室 

場 所：８組教室 

授業者：塩谷 健太 


